
首
里
城
の
火
災
か
ら
一
年

　
令
和
元
年
10
月
31
日
の
火
災
に
よ
り
首
里

城
正
殿
等
が
焼
失
し
て
か
ら
一
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
開
発
建
設
部
で
は
首
里
城
復
元
に

向
け
た
体
制
を
強
化
す
る
た
め
に
職
員
を
緊

急
的
に
増
員
（
本
局
１
名
、
国
営
沖
縄
記
念

公
園
事
務
所
４
名
）
す
る
と
と
も
に
、
首
里

城
復
元
整
備
推
進
室（
15
名
）を
設
置
し
、一

日
も
早
い
首
里
城
の
復
元
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
各
方
面
の
分
野
の
有
識
者
を
委
員
、

各
関
係
省
庁
を
協
力
委
員
と
す
る
首
里
城
復

元
に
向
け
た
技
術
検
討
委
員
会
及
び
そ
の

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
防
災
、
木
材
・
瓦

類
、
彩
色
・
彫
刻
）
を
設
置
し
、
復
元
に
向

け
た
議
論
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
に
本

委
員
会
に
よ
っ
て
と
り
ま
と
め
た
「
首
里
城

正
殿
等
の
復
元
の
工
程
表
策
定
に
向
け
た
技

術
的
検
討
に
関
す
る
報
告
」
を
踏
ま
え
、
政

府
に
お
い
て
「
首
里
城
正
殿
等
の
復
元
に
向

け
た
工
程
表
」
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
首
里

城
正
殿
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
度
早
期
に

設
計
に
入
り
、
令
和
４
年
中
に
は
本
体
工
事

に
着
手
、
令
和
８
年
ま
で
の
復
元
を
目
指
し
、

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
以
下
、
こ
の
一
年
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

火災から１年
～首里城復元に向けた取組状況～

火災から１年
～首里城復元に向けた取組状況～

火災直後の状況（令和元年11月１日撮影）

現在の状況（令和２年９月８日撮影）
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復
元
の
様
子
を
段
階
的
に
公
開

○
正
殿
遺
構
等
の
一
般
公
開

　
現
地
で
の
破
損
瓦
等
の
撤
去
や
火
災
の
影

響
を
受
け
た
正
殿
遺
構
の
保
護
処
置
等
が
完

了
す
る
こ
と
を
受
け
て
、
６
月
12
日
よ
り
有

料
区
域
の
一
部
を
一
般
公
開
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
復
元
し
て
い
く
首
里
城
の
様
子

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
大
龍
柱
の
補
修
公
開

　
大
龍
柱
を
仮
設
補
修
作
業
場
へ
移
し
て
補

修
す
る
た
め
に
、
台
座
か
ら
取
り
外
す
作
業

を
９
月
23
日
に
報
道
陣
に
公
開
し
ま
し
た
。

火
災
に
よ
り
損
傷
を
受
け
た
大
龍
柱
は
下
之

御
庭
に
設
置
し
た
プ
レ
ハ
ブ
小
屋
に
移
し
て

展
示
し
、
新
た
に
制
作
す
る
大
龍
柱
の
見
本

と
し
て
活
用
す
る
予
定
で
す
。
　

首
里
城
復
元
に
向
け
た
技
術
検
討

委
員
会
で
の
検
討
状
況
に
つ
い
て

　
高
良
倉
吉
琉
球
大
学
名
誉
教
授
を
委
員
長

と
す
る
10
名
の
有
識
者
を
委
員
、各
関
係
省
庁

の
職
員
11
名
を
協
力
委
員
と
す
る「
首
里
城
復

元
に
向
け
た
技
術
検
討
委
員
会
」
は
、こ
れ
ま

で
に
委
員
会
を
５
回
、ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

会
議
を
６
回
開

催
し
、
復
元
に
向

け
た
技
術
的
な

検
討
を
行
っ
て

い
ま
す
。

○
木
材
・
瓦
類
関
係

　
政
府
に
よ
っ
て
決
定
し
た
工
程
表
に
基
づ

き
、来
年
度
か
ら
木
材
（
大
径
材
）
の
調
達
を

行
う
た
め
、５
月
よ
り
国
内
の
事
業
者
等
に
対

し
木
材（
大
径
材
）の
市
場
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。
調
達
可
能
性
の
点
で
は
、国
産
ヒ
ノ
キ
、

カ
ナ
ダ
ヒ
ノ
キ
と
も
に
使
用
可
能
で
し
た
が
、

琉
球
王
朝
時
代
に
お
い
て
も
本
土
か
ら
木
材

を
調
達
し
て
い
た
歴
史
的
経
緯
を
鑑
み
、構
造

材（
大
径
材
）に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
国
産

ヒ
ノ
キ
を
選
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

○
防
災
関
係

　
首
里
城
全
体
と
し
て
今
後
整
備
す
べ
き
防

火
対
策
の
考
え
方
を
整
理
し
つ
つ
、
正
殿
を

火
災
に
よ
る
焼
失
か
ら
守
る
具
体
的
な
防

災
・
防
火
設
備
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
今
般
の
火
災
で
は
、早
期
発
見
と
初
期
消
火

を
徹
底
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
確
認
さ
れ
た

こ
と
を
踏
ま
え
、首
里
城
正
殿
に
、最
先
端
の

自
動
火
災
報
知
設
備
等
の
火
災
を
早
期
発
見

す
る
た
め
の
設
備
や
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

等
の
初
期
消
火
設
備
を
導
入
す
る
予
定
で
す
。

○
彩
色
・
彫
刻
関
係

　
前
回
復
元
後
に
確
認
さ
れ
た
新
た
な
知
見

へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
復
元
後
の
補
修
実
績
、

古
文
書
や
古
写
真
、発
掘
調
査
報
告
等
の
資
料

を
も
と
に
、詳
細
な
検
証
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
そ
の
他
の
彩
色・彫
刻
に
つ
い
て
、
材
料
調

査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
必
要
に
応
じ
て
石

膏
模
型・下
絵
の
制
作
を
行
い
、
仕
様
や
手
法

等
の
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

赤
瓦
の
漆
喰
は
が
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
沖
縄
総
合
事
務
局
、
沖
縄
県
、（
一
財
）
沖

縄
美
ら
島
財
団
で
は
、火
災
に
よ
り
影
響
を
受

け
た
首
里
城
の
赤
瓦
の
漆
喰
は
が
し
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
し
た
。
内
容
は
、首
里
城

復
元
に
向
け
た
作
業
が
日
々
進
む
現
場
の
近

く
に
お
い
て
、破
損
瓦
等
の
処
理
の
一
環
と
し

て
、今
後
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
で
利
活
用
の
可
能

性
が
あ
る
赤
瓦
の
漆
喰
は
が
し
に
ご
参
加
い

た
だ
く
も
の
で
す
。
３
月
23
日
～
４
月
４
日

（
３
月
31
日
と
４
月
１
日
は
悪
天
候
の
た
め
中

止
）
の
11
日
間
実
施
し
、９
３
７
名
の
方
々
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ご
参
加
い
た
だ

い
た
皆
様
、ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
沖
縄
県
と
協
力
を
進
め
な
が
ら
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
公
園
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
等
を
計
画
し
、地
域
振
興
や
沖
縄
の
観
光
振

興
へ
の
貢
献
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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高良倉吉 委員長

ガラス越しに正殿遺構を
見学している様子

正殿遺構

養生作業中の大龍柱

下之御庭に整備中の補修作業場
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沖
縄
県
首
里
城
復
興
基
金
を
正
殿

の
木
材
調
達
に
充
当

　
沖
縄
県
や
那
覇
市
な
ど
に
は
、
一
日
も
早

い
首
里
城
の
復
興
を
願
う
国
外
を
含
め
県
内

外
か
ら
多
く
の
寄
付
金
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
沖
縄
県
は
、
今
年
の
３
月
に
沖
縄
県
首

里
城
復
興
基
金
を
設
置
し
、
寄
せ
ら
れ
た
寄

付
金
を
首
里
城
火
災
か
ら
の
復
興
を
目
的
と

す
る
費
用
の
財
源
に
充
て
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
　

　
沖
縄
総
合
事
務
局
と
沖
縄
県
は
、
寄
付
金

を
正
殿
復
元
工
事
に
用
い
る
大
径
材
の
調
達

に
充
て
る
た
め
に
、
国
と
県
が
連
携
・
協
力

し
て
行
う
事
項
を
定
め
た
「
首
里
城
正
殿
復

元
工
事
に
用
い
る
大
径
材
の
譲
渡
に
関
す
る

覚
書
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
そ
の
覚
書
に
基

づ
き
協
議
を
行
い
、
正
殿
復
元
工
事
に
用
い

る
大
径
材
の
う
ち
、
柱
材
（
国
産
ヒ
ノ
キ
）

と
小
屋
丸
太
梁
材
（
国
産
ヒ
ノ
キ
）
を
沖
縄

県
が
調
達
し
、
沖
縄
総
合
事
務
局
に
無
償
譲

渡
す
る
こ
と
に
つ
い
て
合
意
し
ま
し
た
。
今

後
は
、
赤
瓦
や
彫
刻
類
の
調
達
や
復
元
に
つ

い
て
も
沖
縄
県
首
里
城
復
興
基
金
が
充
当
さ

れ
る
予
定
で
す
。

お
問
合
せ
先

開
発
建
設
部
　
建
設
産
業
・
地
方
整
備
課

☎
０
９
８

－

８
６
６

－

１
９
１
０
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【凡例】県調達範囲を赤塗り

　沖縄県が調達する大径材の範囲　

首里城復元に向けた「３本柱」
　一般公開をはじめとする「段階的公開」、正殿を皮切りとした「首里城復元」、それらの実施を通した
「地域振興・観光振興への貢献」を「３本柱」として首里城復元に取り組んでいます。

　首里城復元に向けて進む破損
瓦等の撤去や躯体の解体、復元
工事の様子を、安全性を確保しな
がら一般公開を進めます。

　令和４年中の首里城正殿の本
体工事の着工に向けて、関係機
関と密に連携を図りながら、首里
城復元に向けた技術検討委員会
での検討を進めます。

　首里城の段階的公開、首里城
復元に向けたボランティア活動
や公園イベントの開催を通して、
沖縄の地域振興・観光振興への
貢献に努めていきます。

段階的公開 首里城復元 地域振興・観光振興への貢献

正殿遺構の覆屋と公開用仮設デッキ 令和２年度第１回首里城復元に向けた
技術検討委員会（R2.5.21開催）

首里城赤瓦漆喰はがしボランティア
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